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1． 必要なシステムの概要

パソコン １台

OS Windows ７/Ｖｉｓｔａ/ＸＰ （Vista 以降推奨）

画面の解像度 1024 × 768 以上

ライセンス １家族１本

対象年齢 ６歳 ～

２．ツールの特徴

・マルチユーザーのため、ユーザーを切り替えて使用します。

・単語集は、好みの物を読み込んで使用できます。（英語、中国語、韓国語、・・・）
　単語集は別売りの「MakeDicWord」注１にて気軽に自作できます。

・テストデータはユーザ毎に、単語集毎にパソコンに記録されます。

・テスト結果を解析することにより、単語学習の効率化を図れます。

注１：http://www7b.biglobe.ne.jp/~educa/Mason/MakeDicWord_P/index.html
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３．インストール
注意： 管理者権限(Administrator)のユーザーでないとできません。

① ダウンロードしたファイルを解凍してください。

② SetupWord.exe と SetupWord.msi、 ReadMe.txt の３個のファイルが
　　解凍されてできます。

③ SetupWord.exe の方をダブルクリックしてインストールを進めてください。
　　インストール先は好きな場所を選択して下さい。
　　また、“すべてのユーザー” を選択してください。

④ デスクトップとメニュー画面に以下の模様のアイコンが作成されインストールが
　　終了します。

⑤ インストール後は①,②の ReadMe.txt 以外の３個のファイルは必要ないので、
　　削除してもかまいません。

4 ページ



４．アンインストール
注意： 管理者権限(Administrator)のユーザーでないとできません。

① [スタート]-[コントロールパネル] より “プログラムのアンインストール”
　　を選択して下さい。

② “EnglishWord” を選択してアンインストールして下さい。

注意：画面は環境により変わります。
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５．起動と終了
5-1　初回起動

注意： インストール後は、必ずこの作業を行って下さい。

① 使用するユーザーのデータを登録します。
　　氏名（例：太郎）と姓名（例：富山）は必須です。
　　他の項目は後からでも変更可能です。

② オープニング画面
　　二回目以降はこの画面からスタートします。
　　前回使用していたユーザー（下の画面では“富山 太郎”さん）の状態で起動されます。

5-2　終了方法
　次のいずれかで終了して下さい。
　・[ファイル]-[アプリケーションの終了]
　・右上の「×」マークをクリックする
　・左上の“桜マーク”をクリックして「閉じる」を選択
　・Alt+F4キーを押す。
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６．画面の説明
6-1　メイン画面

①　表題です。Version１では表示は変化しません。

②　現在の時刻を表示しています。

③　枠の右の ▼ を押すと現在所有している単語集ファイル名一覧がドロップダウンされます。

④　③で読み込みたいファイルを選択してこのボタンを押すと、単語集を読み込みます。

⑤　⑥で番号を入力してこのボタンを押すと、一気にその番号までジャンプします。

⑥　表示しているデータの番号を示しています。

⑦　⑧の外国語を表示するのかどうかのチェックボタンです。

⑧　外国語を表示します。

⑨　⑧の外国語単語の型を表示します。

⑩　⑪の日本語を表示するのかどうかのチェックボタンです。

⑪　⑧の外国語単語に対する日本語を表示します。

⑫　⑧の外国語単語が例文中で使用されている品詞を表示します。

⑬　テストモードでのタイマーを表示しています。緑の部分が右端にたどり着くまでに
　　　解答して下さい。
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⑭　⑧で表示している外国語に対する例文とその訳を表示するモードにします。

⑮　下の図の窓に表示が切り替わり、⑧で表示している外国語に対する日本語訳を８個
　　　ボタンで表示し、その中から正解を選択してクリックするモードにします。
　　　⑩のチェックは消え、⑪の欄は空白になります。

⑯　下の図の窓に表示が切り替わり、⑪で表示している日本語に対する外国語を
　　　キーボードにより入力するモードにします。
　　　⑦のチェックは消え、⑧の欄は空白になります。

⑰　⑧で表示している外国語の例文を表示しています。
　　　該当部分には色が付いています。オプションで色無しにもできます。

⑱　⑰で表示している例文の訳を表示しています。
　　　該当部分には色が付いています。オプションで色無しにもできます。

⑲　外国語単語や例文の採用元を表示します。

⑳　⑧や⑰で表示してある外国語単語や例文を読み上げます。
　　　（オプションの「読み上げ」の欄でチェックしてある物のみを読み上げます。）

㉑　表示しているデータの番号を㉒で示している分だけ戻します。

㉒　㉑, ㉓のボタンで進めたり戻したりする分のカウンターを表示しています。
　　　枠の右にある ▲　▼ のボタンで増やしたり減らしたりできます。
　　　直接入力することも出来ます。

㉓　表示しているデータの番号を㉒で示している分だけ進めます。

㉔　㉕で入力する外国語単語の最初の文字と伏せ字を表示しています。

㉕　⑪で表示している日本語に対する外国語をキーボードにて入力します。

㉖　入力し終わったらこのボタンを押します。初期の状態では、リターンキーでも
　　　このボタンを押せるようになっています。
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6-2　メニュー

6-2-1　フレームバー
　“User : ” の後に使用中のユーザー名が表示されます。

6-2-2　メニューバー
　フローティングさせることも可能です。

・[メニュー]-[番号の昇順]　（初期状態）
　メイン画面の⑥の番号を　1 → 2 → 3 → ・・・　のように、番号が増える順番で表示される
　ように並べ変えます。

・[メニュー]-[番号の降順]
　メイン画面の⑥の番号を　100 → 99 → 98 → ・・・　のように、番号が減る順番で表示さ
　れるように並べ変えます。

・[メニュー]-[アルファベットの昇順]
　メイン画面の⑧の外国語を辞書の出現順に表示されるように並べ変えます。

・[メニュー]-[アルファベットの降順]
　メイン画面の⑧の外国語を辞書の出現順の逆に表示されるように並べ変えます。

・[メニュー]-[ランダム１]
・[メニュー]-[ランダム２]
　全くのでたらめの出現順に並び替えます。
　単語の確認に最適です。
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・[ツール]-[単語検索]
　単語検索画面が出現し、読み込んでいる単語集から外国語を検索します。
　検索単語を含む単語を全て表示します。
　検索は連続して何度でも行えます。
　注意：検索時に一瞬、窓が消えるように見えますが、仕様です。

・[ツール]-[成績表示]
　読み込んでいる単語集に対する過去の成績を、時間軸の若い者順に表示します。
　データはテストモード（８章参照）の時に記録されたものだけです。

10 ページ



・[ツール]-[成績表示（グラフ付き）]
　より細かい成績を表示します。（９章2節参照）

・[ツール]-[ユーザー登録、更新]
　初回起動の時にユーザの登録をしましたが、ココで、
　登録したユーザのデータ変更を行えます。
　また、氏名、もしくは姓名を変更すると、新規ユーザー登録として処理されます。
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・[ツール]-[ユーザー選択]
　ユーザー登録、更新で過去に登録されたユーザーの中から、
　これから使用するユーザーを選択します。
　名前の横にあるチェック欄をクリックして、チェックしてからOKボタンを押して下さい。
　複数選択した場合は、上位の１つだけが対象となります。
　実行後は、フレームバーの“User : ”の後ろに使用中のユーザー名が表示されます。

・[ツール]-[辞書の追加]
　EnglishWord だけでは単語は表示しません。
　バージョン１．２０ からはサンプルの辞書（単語集）は別インストールとなりました。
　http://www7b.biglobe.ne.jp/~educa/Mason/Words_free/index.html を参照して下さい。

　　１．EnglishWord専用の辞書を入手してください。（ファイルの拡張子は「.dic」です。）

　　2．[ツール]-[辞書の追加]にてファイルを選択する窓が開きますので、
　　　　追加したいファイルを選択し、「開く」ボタンを押してください。

　 　　　　（初期状態では拡張子が「.dic」以外のファイルは見えないようになっています。）

　　　　（拡張子が「.dic」以外のものを選択しても、エラーとなります。）

　　3．右上の辞書選択のプルダウンメニューの中に、先程追加した辞書が出てきます。
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・[ツール]-[壁紙の追加]
　はじめにいくつか用意されていますが、自分で好みの背景にも出来ます。

　　１．1024×680ドット以上のJPEG形式（拡張子が.jpg）の画像ファイルを用意します。
　　2．[ツール]-[壁紙の追加]で追加したいファイルを選択し「開く」ボタンを押します。
　　　　（初期状態では拡張子が「.jpg」以外のファイルは見えないようになっています。）

　　　　（拡張子が「.jpg」以外のものを選択しても、エラーとなります。）

　　3．お手数ですが一度ツール自身を再起動してください。
　　4．[ツール]-[オプション]-[画像設定]でプルダウンメニューの中に、先程コピーした
　　　　ファイルが出現するので、それを選択し、OKボタンを押す。
　　注意：画像はツールの画面の左上から拡大せずに原寸大で貼り付けるので、

　　　　　　1024×680ドット以下の画像だと、画面いっぱいに表示出来ません。

・[ツール]-[オプション]
　オプション設定の画面が開き、様々な設定を行います。
　注意：適用で設定がすぐに切り替わりますが、OKボタンを押さないと設定は保存されません。

・背景画像
　プルダウンメニューより、ツールの背景の画像を変更できます。

・音楽
　ブザーを鳴らす設定にしてあると、問題解答の時にブザーが鳴ります。
　その時の各々の音を変換することができます。
　はじめに一つずつ用意されていますが、自分で好みのブザー音にも出来ます。
　＜方法＞
　　１．WAVE形式（拡張子が.wav）の音楽ファイルを用意します。
　　2．EnglishWordをインストールしたディレクトリ（フォルダ）に“BGM”というディレクトリが
　　　　あるので、そこに用意したファイルをコピーします。
　　3．[ツール]-[オプション]-[音楽]でプルダウンメニューの中に、先程コピーした
　　　　ファイルが出現するので、それを選択し、OKボタンを押す。
　　注意：音楽は鳴らしながら次の作業に移る（マルチタスク）ので、あまり長い音楽だと

　　　　　　音楽が鳴り止まないうちに次の問題に移ることになります。

・フォント
　メイン画面の⑫の例文を選択時に「例文」と「訳」が表示されますが、初期状態では
　見やすくするために、対応する外国語単語とその訳に色が付いています。
　その色を無くしたり復活させたりする事が出来ます。
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・[モード]-[テスト]
　 　選択するとメイン画面の⑪のように、画面の中央にバー（タイマー）が現れます。

　もう一度選択すると、テストモードを抜け、⑪のバーも消えます。

　テストモードになると、⑬,⑭で行われる問題の正誤のデータが保存されるようになります。
　（詳しい内容は８章で）

・[モード]-[ブザー音]
　メイン画面で⑬,⑭を選択し、解答した時にブザーが鳴るように鳴っています。
　その音を鳴らすのか、鳴らさないのかの選択ができます。

6-2-3　ツールバー
　フローティングさせることも可能です。
　ツールバーのボタンは、メニューの中のどれかの項目になっています。
　並び替えの欄のボタンは、必ずどれか一つ選択されています。
　初期状態では、モードの欄の“♪”マークは選択されています。
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７．単語集の読み込み
単語集には有料のものと無料のものがあります。
無料のものには使用制限はありません。
有料のものは、ライセンスを取得するまで単語集読み込み時に以下の窓が現れます。

基本的には使用回数に制限があり、超えた場合は単語集の読み込みを行いません。
制限回数以上使用する場合は、単語集のライセンスを認証する必要があります。
（EnglishWord 本体のライセンス認証とは別物です。）

7-1　単語集ライセンス認証

注意：一部モザイクをかけてあります。

手順１． 窓に表示してある“ホームページ”の欄のURLのホームページを閲覧して
対象の単語集のキー（0000～9999）を入手し、①に入力して下さい。

手順２． 取得したキーが間違っていなければ、②に“e-メールアドレス”が表示されます。
明らかに表示がおかしい場合は、キーが間違っています。
間違いが無いにもかかわらず、正常に表示されない場合は、
ここで操作を止めて下さい。ホームページが販売元ではない可能性があります。

手順３． ③の欄の全データを「カット＆ペースト」して、手順２で表示された
e-メールアドレスに送信し、単語集のライセンス料金を払って下さい。
支払い方法などの詳細は、ホームページ等を参照して、
単語集の販売元の指示に従って下さい。
（メイソン企画で販売している物は以下のアドレスで、簡単に手続きが可能です。）

（http://www7b.biglobe.ne.jp/~educa/Mason/Purchase/index.html）

手順４． 手順３で送信したデータに対して、販売元からデータが返信されてくるので
それを④の窓に「カット＆ペースト」して“認証”ボタンを押して下さい。

・ライセンスが認証された場合、以後、この窓は表示されません。
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８．問題の画面
8-1　日本語
外国語単語から日本語を答える問題です。

この窓を選択した時点で、メイン画面の⑩のチェックは自動で外れ、
⑪の欄は空白になります。

テストモードでない場合、⑩にチェックを入れることで、⑪の欄の表示は復活します。
テストモードの場合、⑩のチェック自身が消滅するので、⑪の欄の表示は不可能です。

ボタンが８個出現し、各々のボタンには、ある単語の日本語訳が表示されます。
その中に１個だけ正解が含まれています。
正解だと思われるボタンをクリックして下さい。

例えば、No.32の外国語単語が“summer”でその訳が“夏”であった場合、

・正解“夏”を選択した場合

がポップアップされます。
さらに、テストモードの場合は正解として記録されます。

・不正解“夏”以外を選択した場合

がポップアップされます。
さらに、テストモードの場合は不正解として記録されます。
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8-2　外国語
日本語から外国語を答える問題です。

この窓を選択した時点で、メイン画面の⑦のチェックは自動で外れ、
⑧の欄は空白になります。

テストモードでない場合、⑦にチェックを入れることで、⑧の欄の表示は復活します。
テストモードの場合、⑦のチェック自身が消滅するので、⑧の欄の表示は不可能です。

㉕の欄に正解の外国語を入力するのですが、同じ日本語で異なった外国語単語
が多々あるので、最初の１文字と文字数をヒントの欄㉔に表示してあります。
入力が終わったら、㉖の決定ボタンを押して下さい。（入力直後のリターンキーでも可能。）

入力した単語の前後のスペースは無視されます。
また、大文字小文字の区別もありません。

例：⊔⊔sUmmeR⊔ → summer　（⊔はスペースを表しています）

例えば、No.32の日本語が“夏”でその外国語が“summer”であった場合、

・正解“summer”を入力した場合

がポップアップされます。
さらに、テストモードの場合は正解として記録されます。

・不正解“summer”以外を入力した場合

がポップアップされます。
さらに、テストモードの場合は不正解として記録されます。
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９．テストモード

このモードになると、「問題（日本語）」及び「問題（外国語）」のテストデータが
蓄積されます。
後日、そのデータを解析することによって、自分の不得意な単語や勉強時間などの
様々な解析が可能となります。

9-1　設定方法
　　のアイコン、もしくは [ツール]-[テスト] を選択すると、テストモードになります。

9-2　解除方法
　　のアイコン、もしくは [ツール]-[テスト] を再度選択すると、テストモードを抜けます。
「問題（日本語）」や「問題（外国語）」で解答中に “Esc”キー を押すことでも解除できます。
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9-3　仕様
テストモードになると、以下の設定に自動的になります。

①　メイン画面の中央にバーが出現します。

②　「データ読込み」のボタンは消滅します。

③　自動的に次に進むので、「次」と「前」のボタンは消滅します。

④　進むカウンター㉒は有効なので、枠の右にある ▲　▼ のボタンで調節できます。

⑤　「問題（日本語）」の時、メイン画面の⑩のチェックは消滅し⑪の欄は空白になります。
　　　この状態で、強制的に表示させる方法はありません。

⑥　「問題（外国語）」の時、メイン画面の⑦のチェックは消滅し⑧の欄は空白になります。
　　　この状態で、強制的に表示させる方法はありません。

⑦　テスト中でも、「例文」や「問題（日本語）」、「問題（外国語）」に切り替え可能です。
　　　しかし、その間でもタイマーは進みます。
　　　正誤判定は、解答もしくはタイムアウト時の窓で判定され、記録されます。

⑧　ユーザー登録、更新やユーザーの選択は出来ません。

⑨　テストモード直後の最初の問題は、タイマーは始動していません。（サービス）

⑩　テストモード直後の最初の問題を解答した直後にタイマーが始動します。

⑪　タイマー（メイン画面の⑬）の緑の部分が右端に届いたらタイムオーバーです。

⑫　タイムオーバー時は不正解として記録されます。

⑬　“Esc”キー でテストモードを抜けた時の問題の正誤は、記録されません。

⑭　テストモード中に強制的にツール自身を終了した場合、その時の問題は
　　　不正解として記録されます。

⑮　テストデータはユーザー毎、単語集毎に記録されます。混在することはありません。

⑯　このツールでは、記録されたテストデータの修正および削除はできません。

⑰　テストデータは一度作成されると、永遠に保持します。（外的に削除されない限り）

19 ページ



10．成績表示
10-1　簡易表示

[ツール]-[成績表示] にて、読み込んでいる単語集に対する過去の成績を、
時間軸の若い者順に表示します。

他の単語集に対する過去の成績を表示するには、メイン画面の③で目的の
単語集を選択し④で読み込んでから、[ツール]-[成績表示]で再表示して下さい。

表示されるデータはテストモード（８章参照）の時に記録されたものだけです。

＜表示内容＞
正解数 ・・・・・・ 過去にテストモードで解答した個数。
正解率 ・・・・・・ 正解数 ÷ 全解答数
時間 ・・・・・・ 日付から日付までが一回のテストモードで解答したデータです。

時間で表示されているのは、その時間に解答したという意味です。
No. ・・・・・・ 単語集に納められている番号です。
外国単語 ・・・・・・ テストした単語を表示しています。（日本語の表示はありません。）
正当 ・・・・・・ ○：テスト時に正解した。×：テスト時に不正解だった。
参考 ・・・・・・ 日→外：「問題（外国語）」で解答した。

外→日：「問題（日本語）」で解答した。
閲覧面：「例文」でタイムアウトした。
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10-2　グラフ付き

ユーザーのテストデータを、一度に、単語集データ単位に全部表示します。
画面の右にあるスクロールバーを操作して、全データを閲覧できます。
1つの単語集テストデータにつき、１ページです。

10-2-1　メイン画面

上記の画面は、「富山 太郎」さんの“Sample_EN-JP”単語集のテストデータを
表示しています。

①　どの単語集のデータかを表示しています。

②　最近のテスト結果を、時間軸の若い者順に並べて表示してあります。

③　間違いの多い単語を、「間違った回数の多い順→番号順」に並べて表示してあります。

④　表示した時刻です。

⑤　表示しているデータのユーザー情報です。

⑥　テスト１回あたりの正解率をグラフ化してあります。（9-2-3参照）

⑦　１回あたりのテスト時間と解答した問題数をグラフ化してあります。（9-2-3参照）
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10-2-2　メニュー

・ フレームバー
　“User : ” の後に使用中のユーザー名が表示されます。

・ メニューバー
　フローティングさせることも可能です。

・[ツール]-[テストファイル一覧]
　現在自分が所有しているテストデータの一覧
　が表示されます。（右図）

　テストデータは単語集毎なので、“単語集.dat”
　というファイル名で存在します。

　滅多なことでは壊れませんが、扱いによっては
　データ破損が生じるかもしれません。その時は
　「判断」の欄に“異常”と表示されますので
　ファイル名の左にチェックを付けて「削除」ボタン
　を押して下さい。

　削除したデータの復活モードは存在しないので、
　削除時には注意して下さい。
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・[ツール]-[ユーザー選択]
　ユーザー登録、更新で過去に登録されたユーザーの中から、
　これから使用するユーザーを選択します。
　名前の横にあるチェック欄をクリックして、チェックしてからOKボタンを押して下さい。
　複数選択した場合は、上位の１つだけが対象となります。
　実行後は、フレームバーの“User : ”の後ろに使用中のユーザー名が表示されます。

10-2-3　グラフ
　横軸をテスト回数にしてあります。9-2-1の図では、⑥,⑦とも１０回になっていますが、
　テストの回数を重ねる毎に、自動で最大値を変更します。最大１０００回です。
　それ以降は、新しい物から１０００件のデータを表示します。

　⑥の縦軸は０～１００％を常に表示しています。

　⑦の縦軸は、左側がテストスタートから終了までの時間、右側がテスト中に行った問題数
　を表示しています。
　このどちらも、ちょうど見やすいスケールになるように、最大値を自動で調整します。

10-2-4　印刷
印刷の手順は、一般のツールの手順と同じです。

[ファイル]-[印刷プレビュー]にて
印刷のプレビュー画面が表示されます。

確認してよろしければ、ページ数などを
指定して印刷して下さい。
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11．ライセンス認証 （EnglishWord 本体）

このツールは、インストールしてから３０日間は無料で全機能が使用できます。
それ以上利用継続したい方は、ライセンスキーを購入し、入力する必要があります。
（http://www7b.biglobe.ne.jp/~educa/Mason/EnglishWord/license.html　参照）

このツールをアンインストールし、再インストールしても、使用期限はリセットされませんので

お気を付け下さい。

11-1　認証方法

画面ではプロダクトキーとなっていますが、

ライセンスキーと同じ物として扱って下さい。

・[ヘルプ]-[ライセンス認証]
　以下の画面が出現し、ライセンスキーを入力するモードになります。
　ライセンスキーは ４桁-４桁 の合計８桁の文字から成ります。
　入力する窓が２つあるので、４桁づつ入力してください。

　ライセンス認証が成功すると次の画面になり、入力したライセンスキーの一部が
　表示されるようになります。
　一度、ライセンス認証が完了すれば、アンインストールしない限り、
　再度入力の必要性はありません。

　アンインストールしない限り、ライセンスキーは必要ないのですが、
　再インストール時に、ライセンスキーの入力の必要性がありますので、
　購入したライセンスキーは大切に保管しておいてください。
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11-2　使用期限切れ

　ライセンス認証を行わずに使用し続けていると、起動時に以下の警告窓が出てきて、
　OKボタンを押すと、ライセンス認証の画面になります。

　そこで、認証完了しなければ、毎回起動時に先の画面が出てきて使用継続不可の
　状態になります。

　認証完了すれば、以後、使用期限無しの状態で使用可能となります。

11-3　ライセンス購入方法
　以下の方法がございます。(2012/06/10現在)

　① ベクターシェアレジを利用 (ベクター作品番号：SR295360)
　　　https://sw.vector.co.jp/swreg/detail.info?srno=SR295360
　　　からお申し込みください。

　② 銀行振込を利用
　　　http://www7b.biglobe.ne.jp/~educa/Mason/EnglishWord/license_bank.html
　　　を参照してください。

　※なお、振込手数料はお客様の方でご負担くださいますようお願いします。
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12．備考

● 著作権
　このソフトウェアと付属物の著作権は educa が保有します。
　無断で、複製、改変、再配布、転載、第三者へのライセンスキーの開示を禁じます。

● 免責事項
　このソフトウェアと付属物を使用したことにより生じたいかなる損害も、補償の義務
　が無いものとします。

--------------------------------------------------------------------

このプログラムは VisualStudio 2010 の C++ で作成されています。

不具合や問題等がございましたら、下記まで連絡をお願いします。
また、ご意見ご要望等も承っております。

■連絡先
　作者への連絡はＥメールでお願いします。
E-Mail： educa@kbd.biglobe.ne.jp
ＵＲＬ： http://www7b.biglobe.ne.jp/~educa/Mason/index.html

http://www7b.biglobe.ne.jp/~educa/Mason/EnglishWord/index.html

--------------------------------------------------------------------
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